
2022 年度第 2 四半期 決算説明会（2022 年 11⽉29⽇） 質疑要旨 

 

Q1. 注目企業として掲載されていた蘇州神商金属について、レベラーシャーの新規設備投 

    資後の取扱数量を教えてほしい。またどの分野をメインにターゲットとしているの 

か教えてほしい。 

A1. 2022 年度としては、年間約 3 万 8 千㌧を見込んでおります。新規増設の幅広部材を 

扱うレベラーシャー導入後は、2023 年度 4 万 2 千㌧、その後年次 1 千㌧ずつ取扱量 

を増やしていき、3～4 年後には 4 万 5 千㌧強を目指しております。                               

    分野としては、EV を含む自動車用部材がメインターゲットになりますが、今後は EV 

に使用される電池関連部材の取扱いを積極的に進めていきたいと考えております。       

 

Q2.  業績予想について、中計最終年度の目標値をすでに達成しているような状況だが、 

今後、中期経営計画の修正はあるのか教えてほしい。 

A1.  中期経営計画の目標値を一部達成している状況ではありますが、その要因として為替 

を当初予算時では 110 円で見ていたものが、円安が進み、上期平均でも 130 円に近い 

レートとなったことによる増益や、鋼材価格の上昇による増益などが、今年度の利益 

に大きく寄与しております。そういった一過性の増益要因が剥落した場合の「本当の 

実力値」という意味では道半ばと見ている為、中期経営計画で定めた KPI を達成する 

ことを目標としており、現時点では中期経営計画の修正は考えておりません。 

    参考 ：神鋼商事 中期経営計画 2023 （2021 年‐2023 年 3 カ年中期経営計画） 

 

Q3.  配当について、為替差益や鋼材価格の上昇など一過性の利益が減少し今後減益となっ 

た場合、掲げている配当性向に従い減配となるのか、それとも安定配当を維持するの 

か教えてほしい。また株主還元目標である 30％の配当性向は変更無いのか教えてほし 

い。 

A3. この 3 カ年の中期経営計画の配当性向目標は 30％を掲げており、その方針を堅持する 

ことを考えております。 

次の中期経営計画においては、株主還元を配当性向のみでよいのかなど、様々な考え 

があると思いますので、改めて全社的に検討を進めていきたいと思っております。 
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